
「浜田で出会い・結婚・出産・子育て」応援プログラム 「総合戦略追加施策」 

 出会い・結婚 妊娠・出産 子育て うち第 3子以降支援（再掲） 

相
談
等
で
応
援 

現
在
の
取
組 

□婚活支援 

 ～「はぴこ」等の婚活 

  支援団体と提携 

 

□妊婦検診・妊婦歯科診査(無料) 

□産前産後家事サポート(2 時間 400 円) 

□産後ケア（利用料 0円～1,000 円） 

□こんにちは赤ちゃん訪問 

□新生児聴覚検査(2,000 円助成) 

□乳幼児健康診査(無料) 

□乳幼児健康相談(すくすく) 

□離乳食・幼児食教室(すくすく) 

□絵本無料配布(生後 5ヵ月児) 

□育児相談(子育て支援センター) 

□ファミリーサポート(30 分 300 円) 

 

新
た
な
取
組 

① 出会い創出事業（拡充） 

民間団体等が行う出会い創出支援 

⑤ 産前産後家事サポート(拡充)  

 お試し券の無料配布 

⑩ ファミリー・サポート利用者負担(拡充) 

おためし券の無料配布         

 

②・④ 出会い・結婚・出産・子育て応援事業所認定制度 

（職員の出会いから子育てまでを応援し、働きやすい職場環境を整備することを宣言した事業所を「応援事業所」として認定） 

経
済
的
支
援 

現
在
の
取
組 

 □一般不妊治療支援 

・国制度なし ・市独自制度:上限 8万円/年間（3年間) 

□特定不妊治療支援 

・県:上限 15 万円（治療内容により 7.5 万円） 

(年齢で 3～6回) 

   初回 30 万円(妻 43 歳未満。夫婦所得 730 万円未満)  

・市独自制度:7.5 万円（治療内容により 3万円） 

(年齢で 3～6回、妻 43 歳未満。所得制限なし) 

□児童手当 

 (3 歳未満 1.5 万円、3歳以上 1万円、 

  第 3 子以降 1.5 万円) 

□保育料の軽減 

 ・市の保育料 国基準の 6割 

 ・子供数等に応じ 1/2、1/3 軽減 

□子供医療費助成 

 ・未就学児 負担なし 

□児童手当 

（1.5 万円） 

 

□保育料の軽減 

（2/3 又は 1/2） 

 

□子供医療費助成 

 （負担なし） 

新
た
な
取
組 

③ 結婚支援事業 

 （夫婦共に 39 歳以下で市内居住、

10 万円/世帯） 

   

⑥ 不妊治療支援 

一般不妊治療支援(拡充) 

・市独自制度:上限 10 万円/年間（3年間） 

（既存事業から上限 2万円の上乗せ） 

特定不妊治療支援(拡充) 

・市独自制度:上限 12.5 万円（治療内容により 5万円） 

（既存事業から上限 2万円～5万円の上乗せ） 

⑦ 第 3子以降出生祝金 

（30 万円/回） 

⑧ 第 3子以降保育所等給食費無償化 

⑨ 第 3子以降保育料無償化 

⑪ 紙おむつ廃棄用ごみ袋配布 

⑫ 学校給食費支援事業（延長） 

 

⑦ 第 3 子以降出生祝金支給 

⑧ 第 3子以降保育所等給食費無償化 

⑨ 第 3子以降保育料無償化 

 

 

現在の取組（白色） 予算額：約 11 億円/年  

新規・拡充（黄色） 予算額：約 6,500 万円/年 

資料 4 



その他 総合戦略追加項目 

活
動
等
を
応
援 

新
た
な
取
組 

⑬ 特定地域づくり事業協同組合支援事業 

 特定地域づくり事業の認定を受けた事業協同組合の運営を支援する。 

 

⑭ はまだＩＴラボ設置事業 

 まちなか（商店街等）にある空き家スペースを活用し、ＩＴを核としたワーキングスペースやシェアオフィスとの複合施設を公営で設置する。 

 

⑮ 若者女性会議設置事業 

若者で構成した会議を立ち上げ、若者自らが企画・提案した内容を事業化していく。 

 

⑯ 移住定住サイト作成事業 

 若者のＵ・Ｉターン者に特化した移住定住サイトを構築する。 

 

⑰ 看護学校学生等就学資金貸付事業 

 市内外から浜田医療センター附属看護学校に優秀な生徒の確保を目的とするとともに、浜田市内の看護職従事者の安定的な確保を図る。 

 

⑱ 高速情報通信基盤整備事業 

市の所有するケーブルテレビ回線を光回線へ改修する。 

 

 

 


